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第 1章   実施概要 



 
 

第1章 事業概要 

 

1. 背景及び実施目的 

経済産業省では、我が国における将来の新規事業の創造・創出の担い手となる「起業家マインド」を

持った若者の育成・輩出を図るため、「起業家教育促進事業」を実施しています。 

 平成１４年度から、関東甲信越を中心としたモデル自治体内の小中高等学校において起業家教育のモ

デル授業を実施しておりましたが、平成１６年度からその対象自治体を全国に広げ、全国の小中高等学

校に「起業家教育」が普及・定着することを目指して、積極的に各地方での事業展開を図っています。 

 本報告書では平成１８年度の起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラムをまとめています。本

プログラムは、情報化社会に生きるこどもたちが、市場調査を通して必要な情報を収集・分析し、一般消費者

のニーズを把握します。そこから分析したターゲットをにらんで、商品開発を行い、一般消費者に向けて商品

を販売します。このような活動を通して、子供たちが実際に体を動かし、失敗を恐れず、創造力を高めながら、

チャレンジ精神を発揮する体験型プログラムです。 

 このプログラムを通して、起業を体験することと共に、地域企業との交流を深め、また地域の専門家による

指導もいただきました。そして地域と学校、行政が一体となってこどもたちの起業家教育を協力、推進すること

ができました。単元化して、あたらしい授業のカリキュラムを目指す学校、教員研修を行い、学校全体で、起業

家教育を実施する学年だけでなく、その前後の学年のテーマも関連付けたものにするよう準備している学校

など、実施自治体では来年度以降の自立実施に向けて根付いてきています。このように来年度以降の学校、

自治体での自立実施も本事業の目的のひとつです。 

 

2. 実施事業一覧 

（１） 起業家教育モデル授業 

 東京都杉並区（３校）： 杉並区立井荻小学校  5年生 
杉並区立杉並第五小学校  5年生 

杉並区立若杉小学校  5年生 

 大阪府和泉市（３校）： 和泉市立光明台北小学校  4年生 
和泉市立幸小学校   5年生 

和泉市立伯太小学校  6年生 

 岐阜県岐阜市（４校）： 岐阜市立木田小学校  5年生 
岐阜市立明徳小学校  6年生 

岐阜市立藍川東中学校  2年生 

岐阜市立岐阜商業高等学校  2年生 

 

 

（２） 起業家教育教員研修 

 起業家教育教員研修 （和泉市） 
＊第1回 平成19年2月14日（水） 会場：和泉市立幸小学校 

＊第2回 平成19年2月21日（水） 会場：和泉市立幸小学校 

 ＊第3回 平成19年2月28日（水） 会場：和泉市立南池田小学校 

 

 

 



 
 

3. 基本プログラム 「とびだせ！がってん」プログラム 

 

① 本プログラムのねらい 

  情報化社会に生きる子供たちが 

 ①必要な情報を収集し、パソコンを用いて分析（ソフト提供）し、ニーズを把握する。 

 ②分析結果からターゲットをにらんで、商品開発を行う。 

 ③学校と連携をはかり、地域企業との交流を深める。地域の専門家による指導を受ける。 

 ④一般消費者に向けて商品を販売する。 

  この 4つの活動を通して、子供たちが実際に体を動かし、失敗を恐れず、創造力を高めながら、チャレンジ 

 精神を発揮する体験型プログラムです。 

 

② 本プログラムの特徴  

    教教室室かからら飛飛びび出出すす体体験験型型ププロロググララムム  

  地域が学習の場となる 

              市場調査／２つの評価会／宣伝活動／販売活動 

 (学校・保護者・地域の企業・行政機関の連携 

              出資を募る／評価を受ける／ものづくり 

 (失敗を恐れず、何度でもチャレンジできる 

              得意をいかす／役割分担／責任を果たす 

 
� 本プログラムの概要 
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アイデアをビジネスにつなぐ-新商品の開発 

ニーズを踏まえて差別化を図った商品開発 

専門家の投票・評価・指導をいただき 

商品決定！ 

アイデアをビジネスとして確立 

商品のPR方法を企画／出資を募る 

優秀な販売企画に評価・指導をいただき 

宣伝に使う広告決定！ 

①ニーズを把握 

②市場調査 

③地域を知る 

「ものを売るってどんなこと？」 

「販売場所で聞いてみよう！」 

実社会の動向から売れる商品を決める 

⑦販売企画検討 

⑧  〃 

⑨宣伝評価会 

⑩宣伝活動 

⑪販売活動 

⑫まとめ 

チラシを配布／取材依頼活動／ポスター貼り 

一般消費者に向けて 商品を売ります！ 

起業家教育プログラムを終えて 

④新商品開発 

⑤  〃 

⑥商品評価会 

地 域 に 出 向 く 

地 域 に 出 向 く 

地 域 に 出 向 く 

地 域 か ら 招 く 

地 域 か ら 招 く 



 
 

 

 

 

 

 

 

第２章 『とびだせ！がってん』プログラムの実践事例 
 



都道府県 自治体 学校 学年 クラス 人数 販売製品概要 協力企業

1組 23

2組 22

1組 26

2組 26

若杉小 5年 1組 19

1組 38

2組 38

3組 38

1組 22

2組 22

1組 40

2組 40

木田小 5年 1組 31
地域の和菓子屋店の協力で
もち米を使った
和菓子の企画・販売

西友　改田店
末廣屋本店

明徳小 6年 1組 22

1組 41

2組 40

岐阜商業高 2年 C組 42
模擬株式会社　市岐商デパートで
乾物・紳士服販売の店舗設計

バロー鏡島店
洋服の青山　県庁前店（青山商事）
名紳　岐阜総本店
中部放送宣伝

●各実施学校販売製品と協力企業一覧

幸小

井荻小

岐
阜
県

地場産業の
新しい繊維素材
「紙布」（美濃和紙）
製作会社の協力で、

地域の特色を活かしたデザイン
手作り製作・販売

カワボウ繊維
TJPコーポレーション
コーポ岐阜　芥見店
バロー芥身店（交渉中）

岐阜市
藍川東中 2年

織物製作会社の協力で
地場産業の綿織物を
使ったタオルマフラーを
デザイン製作・販売

マルマサ繊維㈱永野社長
マツゲン光明池店
サンエー光明台店

地場産業の
ガラス細工製作会社の協力で、
ストラップのデザイン製作・販売
（葛の葉伝説白キツネ）

井阪硝子
和泉府中サティ
サンパール

地場産業の
ガラス細工製作会社の協力で、
ストラップのデザイン製作・販売
（小栗判官・照手姫）

井阪硝子
和泉府中サティ

大
阪
府
和泉市

4年

5年

6年

光明台北小

伯太小

JA東京の協力で杉並区特産の
食材「アピオス」を使って
アイデア一品料理を制作・販売

女子大通り商和会
田中屋（そば店）
東京女子大学

JA東京中央杉並グリーンセンター

東
京
都
杉並区

5年

5年
杉並区のアニメーションミュージアム

とコラボし
商店街の情報を
アニメーションで表現した
オリジナルＣＤを作成して販売

杉並アニメーションミュージアム
西友　荻窪店
教会通り新栄会

杉並第五小



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 

 

 
１.杉並区立井荻小学校 
 

 Ⅰ. 実施概要 

 （１） 実施校 

 ❑実施学校名  杉並区立井荻小学校 （校長：眞見 幸子） 

 ❑実施学年  第 5 学年 （2 クラス 45 名） 

 ❑担当教員  教諭 林 和江    保坂 操 

 （２） プログラム実施概要 

 ❑実施期間  （準備） 平成１８年７月～平成１８年 ８月 

    （実施） 平成１８年９月～平成１８年１２月 （計 １２ 時限） 

 ❑共   催  杉並区／杉並区教育委員会 

 ❑外部からの協力  

  ●講演及び商品指導 有限会社 田中屋 清水 康智 氏 

  ●商品評価審査員及びＰＯＰ広告評価審査員 

   東京中央農業協同組合 杉並グリーンセンター センター長 岡村 伸一 氏 

   女子大通り商和会 会長 栃本 芳孝 氏 

   東京女子大学 学事・学生生活部 学生生活課 課長補佐 西念 元一 氏 

  ●出店協力等  東京女子大学／杉並西荻北郵便局 

  ●外部指導  有限会社 マイトイ 

 

 （３） 実施の背景とプログラムのねらい 
 JR西荻窪駅から北へ約 800ｍのところに井荻小学校がある。本校から西へ約４００mの所に東京女子大

学、また、学生の通学経路に女子大通り商店街がある。この地元商店街と児童たちは以前から交流があ

ったが、東京女子大学と小学校、大学と商店街は、あまり交流が無かった。そこで、本プログラムの実施

にあたり、地域の活性化をめざして小学校・大学・地元商店街の連携を図り、今後も継続して実施できる

ネットワークを構築する。 
 また、本校の「総合的な学習の時間」では、１学期から米作りや野菜作りの体験学習を行っており、農作

物栽培と食に対する意識が高いことから、食べ物をベースにした取り組みにする。また同校区の中学校で

も食育に力を入れて実施しているため、継続的に食に関する教育的意義をふまえた取り組みをしたいと

の意向があった。さらに、杉並区では JA 東京中央 杉並グリーンセンター等が「アピオス（アメリカホドイ

モ）」を地域の特産品にしようと活動をされていた。この食材は栄養価が高く、健康に良いとされることから、

女子大生をターゲットにした『アピオスを使ったアイデア弁当』を地域の特産弁当として商品開発をし、女

子大学と地元商店街で販売することにした。 
 

 Ⅱ. プログラム実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ニーズを探る 

＜意見を出し合う＞ 

大学生（東京女子大学） 

のニーズを探るために 

アンケート項目を検討中 



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 
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②市場調査 

＜地域を学習の場として活用＞ 

場 所： 東京女子大学 

対象人数： 134 人 

予約販売も 

考えてみては・・？

和風が 

一番多いね。 

事前に販売日を 

伝えておけば、 

買ってくれるね。 ３００円～５００円が一番多いね。 
内容しだいで、もう少し高く売れるかも 

③データ分析 ＜追究する＞ 

子どもの様子 
女子大のキャンパスに、

入った事がない子ども達

調査後の感想では「き

れい」「やさしい」「こんな

ところで勉強がしたい」

等、いろんな驚きがあっ

たようです。男の子は、

女子から「ここは女子の

大学だから無理でしょ」と

言われてがっかりしていま

した。 

・ターゲットは、校区内にある東京女子大学の大学生 

・商品は、杉並区の特産品（アピオス）を用いた昼食(弁当) 

・東京女子大学の構内にて、市場調査を実施 

・ 調査結果を分析 

・ アピオスについて研究 

・ アピオスをどのように使うか 

各グループで研究中 

「アピオスの栄養価は、お姉さん達にピッタリだ！」「食材としていいよね！」 



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 

 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④商品の開発 ＜アイデアを発掘する＞

⑤試作品完成 ＜ものづくり＞ 

⑥商品評価会 ＜評価をうける＞ 

アイデア弁当 開発中

商品指導をいただいた田中屋の清水さん、女子大通り商和会の栃本会長、学校評議委員の皆さん、

一般消費者代表として保護者の皆さん等が審査中 

アイデア企画中 

料理本・お母さんのレシピを参考にする 
給食のお姉さんに聞く等して検討中

梅とチーズは相性がいいの？チーズはたくさんの種類があるから、お弁

当に適した種類を選ぶといいよ。と清水さんは、あっちのグループから

もこっちのグループからも質問攻めにあっていました。 



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧PＯＰ広告を作成 ＜インパクトある広告づくり＞ 

決定したアイデア弁当の試食 

どこをアピールするかを田中屋の清水さんからご指導

いただき、宣伝用チラシにいかす 

2種類のアイデア弁当が決定／100食を550円で販売することに決定

模擬株式会社 井荻ッズ 設立
⑦販売活動の企画を立てる  
＜企画を実現させる活動＞ 

評価結果を受けて子どもの様子 
ショックを隠さず机間巡視の時、「ニヤ

ニヤするな！」「こんな時間早く終わり

たい」「みるな！」と感情をぶつけてくる

子も何人かいました。グループの先頭

をきって自分の考えを優先していた子

も今日は神妙な顔をしていました。 
でもこの日は、すべて受け止めて対応

します。こうした子たちが更に強い思

いをもって次にチャレンジしてきます。 

子ども達は清水さんが作ってくれたお弁当を

試食して広告に反映させます。 



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉並グリーンセンターの岡村さんからアピオス

入手方法や保管方法などのご指導をいただく。

⑨宣伝評価会 ＜地域の専門家の技を知る＞ 

⑩宣伝活動 ＜汗を流して体験する＞ 

宣伝評価会で採用されたチラシ 
・東京女子大学の構内にて、ポスター貼りの依頼

と学生のみなさんにチラシ配りを行った。 
 
・後日、女子大通り商店街にも出向き、ポスター貼

りの依頼を行い、郵便局・酒屋さん・お風呂屋さ

ん・和菓子屋さん・そば屋さんの清水さんなどのお

店先にポスターを貼らせていだだいた。 
 
・代表５名は、杉並区役所広報課に行き、活動の

経緯や商品、販売について説明をし、記事にして

いただけるよう取材の依頼を行った。 



起業家教育促進事業「とびだせ！がってん」プログラム （杉並区立井荻小学校） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 出資額について 
  出資数 162株×500円=81,000円 

2. 決算報告 
3. 利益の使いみちについて 
  ・配当金 3,240円（1株につき 20円） 
  ・お世話になった田中屋の清水さん、東京女子大学、女子大通り商和会の皆さんに 
鉢植えのお花贈呈 
  ・学校の苗木等の植物を購入 

仕入原価及び経費 売上 

  個数 税込単価 金額  商品名 個数 金額 

１ 弁当仕入 100 420円 42,000円 １
杉っ子ブランチ 
パスタ弁当 50個 27,500円

２ 箸代 一式 336円 336円 ２ きんピコロ弁当 50個 27,500円

３   円 円 ３ 惣菜 30個 4,500円

売上総利益 16,214円 欠損金（つり銭間違い分） （950円）

合計 58,550円 合計 58,550円

⑪一般消費者に販売 ＜チームでチャレンジ＞ 

⑫最終回のまとめ ＜模擬株式会社を立ち上げて＞ 



バランス オリジナル

合計 17 21 101 139

MYTOY

5

アピオスとうめとチーズの重ね焼き
　チーズの上にうめをのせたこと。
4 杉並アピオンズ

専門家
一般

井荻アピオス亭

びっくりたこ焼き
このたこ焼きはどれか一つが辛くて
このたこ焼きにはいかが入ってい
ます。そしてきじにアピオスがねり
こんでいます。

4 27.5

4 31.5

3

5

18

15.5

みんなで一緒に食べられる。見た目の工夫をもう一つしたらどうだろう?(幸内)
工夫のあとがよくわかる発表だった(田村)おやつ風かな(山本)　アピオスをア
ピールできるかな(足立)　練りこまずゴロゴロと食感を残しても面白いかも(松
浦)　生地にいれるともっちりした感じになっておいしそう(大石)　食べる時の
楽しみができていい(藤江)　たこやきだけで単品で売れたら面白い(布施)　生
地に入れるとそのものの食感が味わえないのがちょっと残念。(岩下)　少し形
を残した方がいいのでは(網中)

5

いろどりもきれいで大変いい。(幸内)　食べてみたいなぁ(田辺)　冷めたお弁
当でもおいしく食べられるかな？おしゃれなお弁当ですてき。(岩田)女子大生
には人気がでそう。メニュー的にしっかりしていた。(田村)　お弁当としての仕
上がりがあってよい(山本)　これは絶対おいしいと思う(足立)　クリームソース
やニラでアピオスのくさみが消えるかも・・(大石)　１つはニョッキに練りこんで
もう１つはアピオスの形がみえるのが面白い(岩下)　工夫されているが、もう
少し野菜が入った方がいいのでは(網中)
見た目のかわいらしさを考えている(本多)　見た目がおもしろく中身も工夫さ
れている(幸内)　商品名が独自性があってよい（二村）　顔を作るのが大変か
も(田中)　好き嫌いのある子には少しむずかしいかも(田辺)　蒸してもいいか
も・・(田村)　形がかわいく女性に好まれそう。メインとしてはボリューム感に
欠けるかも？(山本)　工夫があるが、中身の味を濃くしないとうすいかも(松
浦)　イメージ通りに揚げるのは難しいかも・・(大石)　明太子・チーズとの相性
もよさそう(藤江)　女子大生向きに可愛く作るのはＧＯＯＤ(岩下)
ウメをつぶして味をつける工夫がおもしろい(二村)　ウメソースはとても食べ
てみたいが、平らな物はお弁当には入れにくそう(田村)　高カロリーが心配
(山本)　ハムを折りたたみ高さを作るといいのでは(足立)　味は良いと思う(鈴
木)　組み合わせがユニーク(大石)　梅をぬるという発想が意外でいい(藤江)
組み合わせが新鮮で興味をひく(布施)　アピオスが独立しすぎるかも。アピオ
スに味付けしないのがちょっと気になる(岩下)　ざん新なアイデアですがかざ
りつけを女子大生向けに工夫するともっといい(網中)

4

40.5 1

3
中身が楽しいサッくん
　食べると楽しい。中身が２種類

I O G I アピオス 30.5 34 21.55

順位

●どのグループも工夫がなされ、特に元気よく説明ができ、すばらしかった。(幸内)●しっかりアンケートの結果を生かしていてがんばっていました。ネーミングもおもしろい。(岩田)●全体的
にアイデアがおもしろい。いろいろ工夫が楽しい。(田中)　●夢があって見る者として楽しく又きんちょうもして良い勉強になった。(二村)●どの商品も素晴らしいアイデアで評価づけが難し
かったです。(田辺)●大変皆さんの説明もよくできました。(栃本)●料理の経験がないのに、いっしょうけんめい考えていて楽しそうです。人が喜んでくれる料理をこれからもいろいろ考えて
みてください。食べものについてもいろいろ楽しく学んでください。（田村）●どの班も見た目をしっかり考えているのがよい。全て点数を入れる価値があると思う。(布施)●色々アイデアが詰
め込まれていて良かったです。(藤江)●大人では考えないような料理ばかりで関心させられました。(大石)●どのチームもすばらしかったです。0点はしのびないですが、どれを食べたいか
で判断した。(松浦)●すべて食べてみたいので、アピオスを購入して、家で作ってみます！子供ならではの発想はすばらしい。(足立)●お弁当のメインのおかずというポイントが少しずれて
いるグループがあったように思う。調理法は子供なりに色々オリジナル感を出そうと努力しているところがみられました。(山本)●思いもかけないアイデアでした。(網中)

パーフェクトハンバーG
　ピリカラでヘルシーでしかも
　栄養満点！！(アピオス入り)

F I T 34.5 2

ヘルシーさを強調していて女子大生にうけそう(幸内)臭みをとる工夫がされて
いる(本多)和風でご飯に合いそう(田中)食材に工夫がある(二村)変わったハ
ンバーグで興味がそそられた(田辺)定番のハンバーグをよくアレンジできて
いた。和風ｿｰｽがおいしそう(田村)玉ねぎのかわりにアピオスをまぜてヘル
シー感をだすのが良いと思う（岩下）食感を残してまぜたらよいかも・・(松浦)
もう少し中身の野菜のバリエーションが欲しい(山本)材料をもう少し加えた方
が味がふくざつになるのでは・・(網中)

1

2
杉っ子ブランチパスタ弁当
　一味ちがう！
　大人の味の弁当です。

活動5　商品評価会を開こう

＜総　評＞

講　　　評　　　　（敬称略）グループ名商品番号
審査員評価

得点合計

杉っ子カルテット

3 11

2 9.5

4

4

活動5-2



 

東京女子大学での販売は図書館のそばでいたします。 
時間：12月 13日(水)10時 30分～10時 50分 



 

2006-12-14毎日新聞 

2006-12-1広報すぎなみ 

2006-12-20 朝日小学生新聞 
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２.杉並区立杉並第五小学校 ・ 杉並区立若杉小学校 
 

 Ⅰ. 実施概要 

 （１） 実施校 

 ❑実施学校名  杉並区立杉並第五小学校 （校長：東海林 孝吉） 

 ❑実施学年  第 5 学年 （2 クラス 52 名） 

 ❑担当教員  教諭 坂口 明巳    藤原 和彦 

 

 ❑実施学校名  杉並区立若杉小学校 （校長：中島 豊） 

 ❑実施学年  第 5 学年 （1 クラス 19 名） 

 ❑担当教員  教諭 浅野 正臣 

 

 （２） プログラム実施概要 

 ❑実施期間  （準備） 平成１８年７月～平成１８年 ８月 

    （実施） 平成１８年９月～平成１９年 ２月 （計 １２ 時限） 

 ❑共   催  杉並区／杉並区教育委員会 

 ❑外部からの協力  

  ●講演及び商品指導 杉並アニメーションミュージアム 館長 鈴木 伸一 氏 

  ●商品評価審査員及びＰＯＰ広告評価審査員 

   教会通り新栄会   会長  斎藤 敬子 氏 

   株式会社西友 荻窪店  副店長 中澤  寛 氏 

       業務マネジャー 保谷  馨 氏 

  ●出店協力等  西友 荻窪店／教会通り新栄会 

  ●外部指導  有限会社 マイトイ 

 （３） 実施の背景とプログラムのねらい 
 杉並第五小学校と若杉小学校は、JR 荻窪駅から北へ 500～800ｍの位置にあり、両校は約 500ｍ離れ

ているだけの隣接した学校である。両校は、２年後に統合されるため、その統合に向けた取り組みを実施

している。合同で行う活動を通じて交流を深めているという背景から、本プログラムにおいても、体験を共

有させたいとの意向が強くあった。また、通学路にある商店街では、３年生で「お店番体験」などを通して

交流があり、こうしたネットワークを活用したいとの要望もあった。 
 杉並区では、地域の産業としてアニメーションがあり、学校の近くに杉並アニメーションミュージアムがあ

る。そこで、「地域のお店をアニメーションで紹介するのはどうか」との意見があり、商店街の皆様に市場

調査を行った。その結果、情報発送の手段として CD 販売もニーズがあることが分かった。情報 CD の販

売には賛否両論あったが、担当の先生からは、賛成とのご意見をいただき、地元の情報を発信する CD を

製作・販売することになった。 
 

 Ⅱ . プログラム実施 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ニーズを探る 

＜意見を出し合う＞ 
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②市場調査           商店街を歩く人に声を掛け 

＜地域を学習の場として活用＞ アンケート調査を実施 

場 所： 教会通り新栄会 
杉並第五小 実施 対象人数： 53人 
若 杉 小 実施 対象人数： 20人 

③データ分析 ＜追究する＞ 

杉並第五小子ども達の様子 
お店の方から上手にお話を聞く姿や、お店紹介のアニメをつくる素材を求めて写真撮影をする姿が積極的で、その

様子が印象に残った。３０分間でより多くの情報を収集するため、各グループは担当を決めて進めた。次のお店に

誘導する児童、お店にある「ここを撮影して、次はここ」など指示する児童、ひたすら撮影する児童、お店の方とお

話しをする児童。こうして撮影した写真は３００枚以上になった。この素材から面白いアニメが創造された。 

杉並第五小の子ども達は、計画どおり
の日程で市場調査を行った。 
若杉小は、市場調査にでかけるまでに
は、いくつかの調整が必要だった。 
・お店に迷惑を掛けないで調査ができる 
・走りまわらずグループで行動できる 
・調査中は友達と喧嘩をしない 
・失礼がないように言葉づかいや態度 
 に注意する 
以上を約束できるようにして実施した。 

お店の方に了解をもらい、各グループに 

分かれてお店の写真撮影をした。 

学校に帰り、写真データを整理した。 

紹介したいお店を決め、プレゼン準備に 

取りかかった。 

ねだんよりも 

商品の内容で 

決めているんだね。 

３００円～５００円が

一番多いね。 

内容しだいで 

もう少し高く 

売ってもいいかも 

0 5 10 15 20

70代以上

60代

50代

40代

30代

20代

ターゲットは、女性。 

年代は、３０代・６０代と 

幅広い年代だね。 
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④商品の開発 ＜アイデアを発掘する＞ 

⑤試作品完成 ＜ものづくり＞ 

⑥商品評価会 ＜評価をうける＞ 

紹介するお店の 

紹介文作りや 

アニメ製作に取り組む 

子どもたちの様子 
各グループで決めた紹介する

お店について「もっと情報を入

手しよう」ということをみんなで

決めて、質問を考えた。 
・お店をするきっかけは？ 
・一番売れている商品は？ 
・お店をしていて楽しい事は？ 
・どんなお店にしたいですか？

この質問を、お店にお願いして

回答してもらった。回答が面

白アニメになった。 

若杉小学校にて２校合同で開催。この日は公開授業のため、他校の

先生方も大勢ご参加くださり、審査もしていただく。 

アニメーショ ンの一部 
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⑧PＯＰ広告を作成 ＜インパクトある広告づくり＞ 

⑨宣伝評価会 ＜地域の専門家の技を知る＞ 

模擬株式会社 みんな！とびだせ株式会社 設立 
⑦販売活動の企画を立てる  
＜企画を実現させる活動＞ 

子ども達は、評価を受け止め／商品名を決定／1枚500円で150枚 販売することを決定した 

アニメーションを 

活用した 

ポスターを製作中 

杉並第五小学校にて、合同評価会実施。 

評価会終了後、模擬会社の社長・副社長は 

西友荻窪店の保谷さん、教育委員会や区役所 

の皆さんと、今後の宣伝活動について 

打ち合わせをした。 




